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2005年の夢と悪夢

目標は2005年

1990年にＮＴＴはＶＩ&Ｐ構想を発表した。ＶＩ&Ｐはビ

ジュアル、インテリジェント、そしてパーソナルの頭文字

で、2015年までにオフィスや家庭を光ファイバーで接続

するという計画であった。その当時、私はＮＴＴの研究

所に勤務していた。研究所の食堂のテラスの横の大き

な壁に、ＶＩ&Ｐの絵が描かれたことを覚えている。

その2015年という目標が、その後2010年に、さらに

2005年と前倒しされていく。ＮＴＴのＶＩ&Ｐ計画は、米国

のゴア副大統領の全米情報スーパーハイウェイ構想に大

きな影響を与えたと言われている。つまり世界的にイン

パクトのある構想であった。

これに限らず2005年を目標とする計画が多数ある。少

し前には「2005年には全国の学校のすべての教室から

インターネットにアクセスできる」という計画が発表された。

最近では政府のＩＴ戦略本部が「2005年度には日本を世

界一のＩＴ先進国にする」という目標を掲げている。

通信会社の経営

いろいろな計画が目標としている2005年は、素晴らし

い年になりそうな雰囲気がある。その一方で厳しい現実

が目の前にある。

世界的に通信会社は受難のときを迎えている。米国で

は光ファイバーへの過剰な投資が通信会社の経営を圧

迫している。つまり光ファイバーが余っている。その通信

会社に投資をした機器製造会社も苦しんでいる。携帯

電話の世界では、欧州の電波の入札制度が通信事業者

の経営を圧迫している。

その一方で、高いと言われた通信料金が安くなった。

ＡＤＳＬで言えば日本が世界で一番安いと言われている。

ＡＤＳＬは光ファイバーではないが、光ファイバーの一歩手

前である。ＡＤＳＬの料金が安ければ、光ファイバーの料

金も安くせざるを得ない。電話料金も競争のあるところ

では、国内、国際ともに安くなってきた。

こうなると、通信会社が投資を回収するだけの充分な

収入を確保するのが難しくなってきた。2005年に夢の超

高速通信が実現しても、光ファイバーの利用料金はゼロ

にはならない。うまくいけば、安い料金で多くの人が利

用して通信会社が薄利多売となるが、マズイ場合には利

用者が少なくて利用料金は高いままに据え置きとなる。

パソコンの完成

光ファイバー時代の超高速通信は、音声の電話では使

い切れない。インターネットに代表されるコンピュータネッ

トワークが主役になる。そのためにはコンピュータが必

要だ。現在のパソコンは、まだ使いにくいし、オペレーテ

ィングシステムが少々不安定なところがある。

それでも、昔のコンピュータに比べれば大幅に改善さ

れている。パソコンは文字通りにパーソナル、つまり個人

で使うものであって、老若男女を問わず誰でも使えるよ

うになってきた。オペレーティングシステムの安定性も昔

に比べるとずいぶんとよくなった。

さらに、パソコンという形態は必要ないという予言もあ

る。現在でも電子メールとウェブの閲覧に限れば、パソ

コンを使わなくても済む。私もウィンドウズＣＥの機器（Ｍ

obile ＧＥＡＲ）を愛用している。ただし、ＰowerＰoint

（ＰＰＴ）で画面で発表するようなときにはＰocketＰower

Ｐointでは非力である。あと一歩の進展が望まれる。

私は大学では情報学科に属している。いわゆるコンピ

ュータ屋である。パソコンの普及が2005年に一段落す

るならば、我々の仕事の様相が変わるのではないかと予

想している。現在はコンピュータのハードウェアもソフトウ

ェアも発展途上にある。それが落ち着いてくるということ

は、コンピュータの進歩が鈍化することだ。

パラダイムシフト

21世紀になったのに、変化したような実感が湧いてこ

ない。どうやら21世紀らしい世の中を見るのは2005年

ごろになりそうだ。この時間的な遅れは、夏至と真夏の

関係に似ている。夏の一番暑い日は、日照時間が長い夏

至ではなく、少し遅れてやってくる。

新しい時代には、新しいものが活躍する。その陰で古

いものが退場する。21世紀のネットワークの世界ではイ

ンターネットがとりあえず中心となる。電話機はなくならな

いとしても、それを実現するのがＩＰ電話（インターネット

電話）であるとすると、交換機が不要になる。

これまでの電気通信は、電話を中心に考えていた。そ

の電話の技術の核心は交換機にある。それが要らなく

なるというのだから大きな変革である。通信の世界では

21世紀になって世の中が変わることになる。同じような

枠組（パラダイム）のシフトが他の分野でも起こるだろう。
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